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２学期の理科は・・４、６年は天体から
４年生の理科は「月や星の動き」から始まりました。ねらいは、「月や星を観察し、月

の位置と星の明るさや色および位置を調べ、その特徴や動きについて考えをもつことがで

きるようにする」です。

そこで、先週、月を観察して、日時とともに記録するという宿題を出しました。３１日

に観察した子が何人かいましたが、その時、ブルームーンだったのです。

ブルームーンとは
ブルームーンといっても月が特別に青く見えるわけではありません。月に二度満月が

起こる場合、二度目の月がこのようによばれています。2012 年 8 月は 2 日が満月で 31
日も満月となりますので、ブルームーンとなります。「どうしてそんなことが起こるの

だろう」と思われるかもしれませんので、少し説明しましょう。

月は地球の衛星で約 27.3 日の周期で地球の周りを公転しています。そして、29 日 12
時間 44 分の周期で、新月から次の新月へと移り変わります。もちろんこれは、平均す
るとの話です。この周期は 2 月を除くと１ヶ月よりも短いですから、稀に１ヶ月の間に
満月が２度起こるケースが発生します。１ヶ月が 30 日の月よりも、31 日まである月の
方が起こりやすいのは言うまでもありません。最近では 2010 年 3 月 30 日がブルームー
ンでした。

ただ、４年生の場合は、時間と位置の関係

を調べなくてはなりません。そこで、１日に

２回、１～２時間の間隔で２回の観察記録を

とらなくてはなりません。

最近は、不安定な天候の日が多いのですが、

ノートに日時と周りの様子（家や山）ともに、

記録をする宿題を出しましたので、よろしく

お願いします。

なお、今週末は星座早見盤を貸し出し、家

で夜空を見て、星座を確認するという宿題を

出しました。一緒に見てあげてください。

星座早見盤の使い方は、外側の日付と内側

の時刻を合わせると、その時、見られる星や

星座が表示されます。学校でも３回、練習し

たので使えると思います。 星座早見盤

６年生の理科は「太陽と月の形」の学習

をしています。ねらいは、「月と太陽を観察

し、月の位置や形と太陽の位置を調べ、月

の形の見え方や表面の様子について考えを

もつことができるようにする」です。

太陽は直接観察しづらいものです。太陽

メガネ（しゃ光プレート）を使えば、直接、

見られますが、5mm 程度の大きさで、色つ
きになってしまいますので、形しか分かり

ません。そこで、間接的に見ることができ

る太陽投影板付き天体望遠鏡で、観察する

ことにしました（写真）。水曜日の観察では、

太陽がはっきり写り、黒点（らしい）もの

も見ることができました。

月については、家で観察する宿題を出し

ました。４年生との違いは「表面の様子」を観察する

ことです。

また、来週の理科では、学校で下弦の月（昼間、見

える月）を観察する予定にしています。もし、家庭に

双眼鏡がありましたら、持たせてください。

５年の理科は・・
「花から実へ」と「台風と天気の変化」を同時並行

で行っています。前者は「植物の生命のつながり」を、

後者は「台風と天気だけでなく、人間生活との関連」

も学習していく予定です。

ただ、この夏の小雨と日照り、そして連作障害のために、観察予定のヘチマが育ってい

ません。また、６月から上陸した台風も、今は発生していません。したがって、いずれの

単元も学習しづらい状態にあります。

そこで、アサガオや他の花を使って学習していく

ことにしましたので、家庭にお願いして持ってきて

もらうこともあると思います。その時は、ご協力を

お願いします。

←ヘチマの花

アサガオの花→



２．理科の自由研究の書き方とポイント

自由研究の提出と発表会について
今年は、１０月１３日（土）に藤岡市総合学習センターで、「第１回藤岡市理科研究

発表会」が行われますので、鬼石小学校からもたくさんの発表作品が出るようにがんば

ってほしいと思っています。また、その後、群馬県の発表会もあります。


